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山ノ内町が目指す
まちづくり

～第6次山ノ内町総合計画～

 はじめに
山ノ内町では、令和３年度（2021年度）から令和12年度（2030年度）を計

画の期間とする、「第６次山ノ内町総合計画」をつくり、計画で決めた目標に向
けて、取り組みを行っています。
この冊子は、「第６次山ノ内町総合計画」で町が取り組むまちづくりの紹介と、

「みんなが考えるまちづくりワークシート」で構成されています。
まちづくりを進めていくためには、町に住むみなさんをはじめ、山ノ内町に関

わる全員が力を合わせることが大切です。
みなさんもこの冊子を読んで、自分にできる「まちづくり」を一緒に考え、実

践していきましょう。

 総合計画ってなんだろう？
山ノ内町の10年後をみすえ、町の将来像やまちづくりの

基本目標、その実現に必要な取り組みをまとめたものです。
町では総合計画で決めた基本目標を実現するために、はじ

めの５年間を前期基本計画、次の５年間を後期基本計画とし
て、「まちづくり」に取り組みます。
総合計画は、町の数ある計画の中で、最も基本的で、大切

な計画となっています。
山ノ内町
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第６次

未来に羽ばたく　夢と希望のある　健康な郷土未来に羽ばたく　夢と希望のある　健康な郷土
ま ち

1



まちづくりの基本目標
●●●   基本目標１（産業・交流・移住定住）  ●●●

ひとがつなぐ、魅力あふれる産業と交流の郷
ま

土
ち

●●●   基本目標２（保健・医療・福祉）  ●●●

いきいきと暮らす、元気が満ちる健康な郷
ま

土
ち

●●●   基本目標３（教育・文化・スポーツ）  ●●●

未来に羽ばたく、豊かな文化と学びの郷
ま

土
ち

●●●   基本目標４（都市基盤・自然環境・生活環境・防災）  ●●●

自然と生きる、暮らしの希望を叶
かな

える安全な郷
ま

土
ち

●●●   基本目標５（協働・行財政・人権）  ●●●

みんなが活躍する、絆の力で地域が活
い

きる郷
ま

土
ち

横
断
的
取
組

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
対
策

山ノ内町が目指す10年後のまち
＜未来に羽ばたく　夢と希望のある　健康な郷

ま

土
ち

＞
山ノ内町は、恵まれた豊かな大自然と、その恩

おん

恵
けい

を受けて「観光と農業」「生命と
暮らし」を大きなテーマとして発展してきました。自然豊かなこのふる里は、先人
たちが守り、育て、伝えてきたかけがえのない財産であり、引き継がれたみなさんが、
自信と誇りをもち、一人ひとりが夢と希望をもって未来に羽ばたいていくための宝
物となります。
そして、人びとの暮らしを守りながら、にぎわいを取りもどしていくためには、

新しい発想で取り組んでいくみなさんの力が必要です。
21世紀は「平和と環境の時代」と言われており、すべてが健康であることは、町

ひと

民
びと

や郷
ま

土
ち

づくりにとって「幸福の基礎」となります。
未来に羽ばたくみなさんへ“�夢と希望のある郷

ま

土
ち

”�を引き継ぐために、絆
きずな

を大切に
し、力を合わせて、新しい郷土愛や魅力あふれる“健康な郷

ま

土
ち

”を創造していくこと
を目指します。
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目指すまちを
実現するために

まちづくりの主役はみなさんです

まちづくりのためのはじめの一歩

町  民
“まちづくりの主役”
一人ひとりが主役となって
まちづくりに取り組みます

議  会
“町民の代表・

まちづくりの推進役”
町民の思いを

町政に届とどけます

役  場
“町民を支える

まちづくりの実行役”
町民の思いを

まちづくりに活かします

< 総合計画 >
未来に羽ばたく
夢と希望のある
健康な郷土（まち）

思いを伝える・
投票

町民のために
仕事をする

活動の報告・
説明

まちづくりへの
意見・参加協力

計画や方針の
説明

役場の仕事の
チェック

山ノ内町の広報紙やホームページを見て町の情報にふれる 子ども議会
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人口減少と
少子高齢化対策

山ノ内町の人口

総合計画で目指す人口

もし、このまま何も対策をしないと…

このようなことにならないように…

人口が減少するとどうなるの??

令和2年
12,148人
（住民基本台帳）

令和12年
9,776人
（国立社会保障・
人口問題研究所）

令和2年
12,148人
（住民基本台帳）

令和12年
10,500人

（第2期人口ビジョン
による推計）

10年後

10年後

第６次山ノ内町総合計画を
つくりました。

地区のお祭りや
行事が減る

住むための環境維持が
難しくなる

お店やいろいろな
施設が減る
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まちづくりワークシート 観光がさかんなまちには何が必要かな？

地域特有の強みを磨き上げるとともに、独自のブランド力を強化することにより、訪れ
たひとが安心して楽しめ、観光に関わるひとが働きがいのある魅力的な観光地づくりを
目指します。

誰もが安心して楽しめる観光地づくり
○�施設や看板などに多言語やピクトグラムを使い、誰もがわかりやすい「案内標識」を
整備します。

○�空き店舗の再生や企業の誘致など、「町のにぎわい」をつくります。
○�高齢者や障がい者、外国人など、誰もが気軽に安心して楽しめる観光地にするための
「ひとづくり」を進めます。

誘客プロモーションの積極的展開
○�地域の「ひと」や「食」、「暮らし」を観光資源として観光誘客プロモーションを進めます。
○�さまざまなメディアや交通機関との協力のほか、ICTを活用した魅力発信を進めます。

1.�ひとがつなぐ、魅力あふれる産業と��
交流の郷

ま

土
ち

� （産業・交流・移住定住）

観 光
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まちづくりワークシート 農業がさかんなまちには何が必要かな？

まちづくりワークシート どんなまちなら移住したくなるかな？

支援体制の充実
○�移住定住に関する情報提供や相談体制を強化します。
○�首都圏や大都市圏での相談会などに参加し、移住希望者の掘

ほ

り起こしを進めます。

居住環境の確保
○�空き家を貸したい方や、売りたい方からの情報を集め、移住希望者に情報をつなぐ取
り組み（空き家バンク）を強化します。

○�町に住宅を新築したり購入して住もうとする若い方や、空き家を賃貸や購入して移住
をする方へ、住宅購入費の一部や家賃の補助をして、町に住んでもらえるような取り
組みを続けていきます。

シティプロモーションの推進
○�町を誇りに思い愛着をもってもらえるような「地域イメージのブランド化」に力を入
れて取り組みます。

農産物の高付加価値化
○�「志賀高原ユネスコエコパーク」を活かし、ほかの産地に負けないストーリー性をもっ
たブランドづくりを進めます。
○�友好交流都市や大量消費地での販売やPRを行い、おいしい農産物の産地としての確立
を目指します。
○�農業体験を通じ、地域の人々との交流を行う旅行（グリーンツーリズム）など、観光
と農業の連携により、地域の食を活かした町の魅力アップに取り組みます。

経営体制の充実
○�忙しい時期とそうでない時期が異なる観光と農業の連携により、農家の方が宿泊施設
で働き、宿泊施設で働く方が農業を行うなど、一年を通じて働く場所が確保できる仕
組みを検討します。

○�新しく農業を始めようとする方に対して、地域と行政が一体となって支援を行い、農
業の担

にな

い手
て

確保に取り組みます。

移 住 定 住

農 � � 業
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2.�いきいきと暮らす、� � � � � � �
元気が満ちる健康な郷

ま

土
ち

� （保健・医療・福祉）

婚活支援活動の推進
○�共通体験ができる出会いイベントを充実させ、男女のカップリングを目指します。
○�町の中だけではなく、広い地域での出会いの合同イベントなどの情報提供を充実し、
出会いのきっかけを増やすことを目指します。

子育て支援の充実
○�出産・育児お祝い金により、家庭の経済的な負担を軽減します。
○�ゆめっこ（子育て支援センター）の活動を充実し、保護者どうしの交流や情報交換の
きっかけを増やし、子育てに対する不安の解消に努めます。

保育サービスの充実
○�保育園に通う園児が、多くの友だちと知りあい、たくさんの友だちをつくる力をつけ
るために、保育園間の交流を活発に行います。

出会い～子育て

まちづくりワークシート 子育てがしやすい町ってどんな町だろう？
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皆で支えあう地域福祉社会づくり
○�社会福祉協議会や民生児童委員を中心に、福祉ボランティアなどとの協力体制を強化
し、町民が共に支えあう地域福祉社会の形成を目指します。

生活困窮者への自立支援
○生活保護を必要とする世帯の生活の安定を図るため、自立に向けた支援を行います。

高齢者の生活環境づくり
○�高齢者の日常生活を支援するため、緊急通報装置の設置や家事支援などを行い、高齢
者が安全で安心して生活できる環境づくりを目指します。

介護予防事業の充実
○�生活機能の低下がみられる高齢者を早期に把握し、介護が必要な状態とならないよう
予防に努めます。

社会参加しやすい環境づくり
○�障がい者に対する理解を深めるためのイベントや研修会の開催などを通じて、差別や
虐
ぎゃく

待
た い

がおこらない環境づくりに取り組みます。

障がい者・家族に対する相談支援の充実
○�障がい者相談支援専門員や地域あんしんコーディネーターによる相談支援の充実を目
指します。

健康づくりの推進
○�各種健（検）診の受診の促進や、
保健指導の充実により、生活習
慣病の予防・重症化予防に取り
組みます。

安心して受診できる環境づくり
○�医師や看護師など、医療従事者の確保を
支援するとともに、町民が必要な時に必
要な医療が受けられるよう、地域医療体
制と救急医療体制の充実を目指します。

地 域 福 祉

高齢者福祉

障がい者福祉

健 康 増 進 地 域 医 療

まちづくりワークシート 誰もが安心して生活するためにどんなことが必要�
だろう？
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3.�未来に羽ばたく、�� � � � � � �
豊かな文化と学びの郷

ま

土
ち

� （教育・文化・スポーツ）

就学環境の充実 
○�情報社会を生きる子どもたちが、幅広い分野で活躍していけるように、インターネッ
トなどを活用した情報教育（ICT教育）の充実に取り組みます。

○�学校給食の安全に気をくばり、給食を作るための設備をきれいに整備します。
確かな学力の育成
○�ユネスコスクールとして、町内の自然や社会、歴史、文化を教材にして学習し、これ
からの持続可能な地域づくりの担

にな

い手となる子どもたちを育む教育（ESD）を進めます。
就学の支援
○�高校へ通学する学生の定期券購入費を支援します。
地域とともにある学校づくり
○�地域とともにある学校づくりに努め、学校・家庭・地域が一体となった教育活動を推
進します。

学 校 教 育

生涯学習の充実
○�町民のニーズに応じた講
座や教室など、さまざま
学習のきっかけを企画し
ます。

生涯スポーツ活動の充実
○�スポーツ教室を充実し、交流を深めるきっかけ
づくりを行います。

競技スポーツの振
し ん

興
こ う

○�スポーツ団体の育成支援を行い、競技力の向上
を目指します。

生 涯 学 習 スポーツ活動

まちづくりワークシート 地域とともにある学校ってどんな学校だろう？
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4.�自然と生きる、暮らしの希望を叶
か な

える�
安全な郷

ま

土
ち

� （都市基盤・自然環境・生活環境・防災）

まちづくりワークシート みなさんが学んだユネスコエコパークの取り組みを書いてみよう！

まちづくりワークシート 災害時の避難場所や、必要なものを書いてみよう！

地域を結ぶ道路づくり
○�狭

せ ま

い道路を広くした
り、穴が開いていた
り、ひびが入ってい
る道路を計画的にな
おします。

自然環境の保全・活用
○�国立公園内での開発は、自然環境をこわすことのないよう適切に管理します。
○�自然の大切さやかかわり方、生き物に対する思いやりなど、豊かな人間性をはぐくむ
ための自然体験イベントなどを実施します。

○�環境にやさしい農業として、ユネスコエコパークのロゴマークを活用し、農産物の産
地保証をPRするなど、ユネスコエコパークブランドの研究と確立に取り組みます。

上・下水道の整備
○�安心・安全な飲料水
の供給と、使い終わっ
た水の適切な処理を
行うため、古くなっ
た浄水場や、下水道
処理施設を計画的に
なおします。

地域防災力の向上
○�防災にかかわる計画
や、災害時住民支え
合いマップなどの作
成を支援し、「逃げ遅
れゼロ」に向けて、
地域の防災力の強化
を目指します。

交 通 体 系

ユネスコエコパーク

上・下水道 防 災
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発行・編集　山ノ内町総務課企画係　　発行協力　山ノ内町教育委員会
発行年月日　令和3年12月

～総合計画のことをもっと知りたいときは～

この冊子を読んで考えたこと、感じたことを、
友だちや家族の人などと話し合ってみましょう。

山ノ内町総合計画 検��索

5.�みんなが活躍する、� � � � � � �
絆
きずな

の力で地域が活きる郷
ま

土
ち

� （協働・行財政・人権）

協働のまちづくりの推進・情報共有の充実
○�町民と行政が一体となって協働によるまちづくりを進めるため、町の各計画の策

さく

定
て い

や、
施設の管理などに気軽に参加できるような環境づくりに取り組みます。
○�広報や伝言板、ホームページなどに加えて、SNSなどを活用し、より多くの方へ情報
の提供が行えるように努めます。

偏見・差別を解消し、異文化・多様性を認め合うまちづくり
○�人権問題への正しい理解を通じて、町民一人ひとりが自分自身の偏

へん

見
け ん

に気づく力や、
噂
うわさ

�やデマにまどわされない力を身につけるために、行政、保育園・学校、地域、企業・
職場などあらゆる場所で、人権の尊重のための教育・啓

けい

発
は つ

を進めます。

男女がともに活躍できる環境づくり
○�あらゆる場への女性の参

さん

画
か く

をすすめるとともに、仕事と生活のバランスをとりながら、
男女がともに社会に参画しやすい環境づくりに努めます。

町 民 参 加

人権の尊重

男女共同参画社会


